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発行責任者 りょうぜん天蚕の会 会長 菅野秀一（電話・FAX 024-586-3030） 

 

【 当会の活動方針 】霊山の豊かな自然環境を活かし、野蚕である「天蚕」の育成と、

その飼育体験交流や独特の風合いをもつ萌葱色の繭・絹糸の新たな加工や商品化によ

る地域特産品の創成をはかり、活力ある地域づくりを推進する。また、会員一丸とな

って繭の生産、新商品開発に取り組むとともに、小学校等への観察用天蚕配布、県内

外天蚕関係者との交流及び展示ＰＲ活動等を行う。 

 
春暖の候、皆様には益々ご健勝のことと存じます。平成１７年２月に設立した「りょうぜ

ん天蚕の会」はこの度１５年目を迎えました。これもひとえに会員皆様の熱心な活動と設立

以来、伊達市、伊達市観光物産協会、大日本蚕糸会、福島県関係機関等のご支援の賜と厚く

御礼申し上げます。 

30年度の繭の収穫は山付け10,000粒の実施に対し約6,000個で、記録的な猛暑が影響したた

め昨年より減収でした。屋外での自然育成の難しさであり、当会の作業内容にも更なる努力

が求められます。天蚕製品については道の駅「伊達の郷りょうぜん」のオープン展示等によ

り、売れ行きは順調に推移しているところです。 

当会設立１５周年である今年は、会員一同、意を新たにさらなる発展を目指し努力したい

と思いますので、皆様のご支援ご協力をお願いいたします。（会長 菅野秀一）       

                        剪定作業のお茶時間 30 年 3 月 25 日 舘ハウス 
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平成 30 年度総会開催 
 ３月１１日(日) 午後 3 時より霊山町中川集落センターにおいて会員 28 名が出席し第 14 回総

会を開催した。菅野会長の挨拶に引き続き伊達

市霊山総合支所橘内善雄支所長の祝辞があっ

た。議長に大友靖子さんを選出し、29 年度事

業報告、一般会計報告並びに 30年度事業計画、

予算案が全員賛成のもと承認された。来賓に冨

田蚕種の冨田克衛氏、関根商店の関根氏、県伊

達農業改良普及所の目黒氏が出席された。 

総会後は懇親会を行い、今年度の更なる繭生

産増に向けて大いに語り合った。 

 

 

道の駅「伊達の郷りょうぜん」に天蚕品展示 
 ３月２２日(木) 午前 10時から 24日にオープ

ンする道の駅「伊達の郷りょうぜん」の天蚕展示

スペースに菅野会長他 4名（八島事務局長、八島

時男、八島恭子、川辺）で天蚕品の陳列を行った。

十数種のブースでは関係者が慌ただしくも思い

思いのレイアウトで商品を並べていた。 

東北中央道路(霊山 IC)は 3月 10日に開通して

おり、大勢の来客を期待したい。 

         

3月 24日オープンの道の駅「伊達の郷りょうぜん」→ 

各ブースの作業状況 （正面玄関を入り左側に天蚕ブース↑）                天蚕製品の展示状況 

 

飼育樹の剪定作業 
３月２５日(日) 飼

育ハウスにおいて１７

名の会員が参加しエゾ

ノキヌヤナギの剪定作

業を行い山付けの準備

を整えた。  

（表紙にも掲載してます）

（剪定作業 島貫,義治,健治

郎, 敏 ,靖子,純子,三田村） 
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天蚕山付け、ハウスネット掛け 
４月２２日(日) 朝８時半より会員14名による山付け作業とハウスのネット掛け作業を実施し

た。女性会員は２人１組となり、飼育樹木（エゾノキヌヤナギ）に１０卵入りネット袋１千枚を

ホッチキスで止めた。男性会員はハウス全棟のネットを午前中に掛け終えた。 

山付け（左から黒木さん,柳沼さん,石塚さん,八城さん）   ネット掛け（左から八島さん,義治さん,阿久津さん,河田さん） 

 

「ふくしまシルクロードをゆく」一行来訪 
６月１３日(水)「ふくしまシルクロードをゆく」一行が天蚕飼育状況視察のため舘ハウスに来

場した。福島銀行が企画した工程で、郡山市と福島市の13名参加で「川俣おりもの展示館」「り

ょうぜん天蚕の会」「泉原養蚕用具展示館」「保原歴史文化資料館」を巡る歴史探訪とのこと。 

緑の繭と天蚕の生態について皆さん興味を示されていた。 

  来場した「ふくしまシルクロードをゆく」の皆さん         飼育状況を説明する八島事務局長 

 

白鷹町天蚕の会員来訪 

６月２３日(土)山形県白鷹町天蚕の会の加藤栄一氏と新野孝一氏が天蚕飼育状況視察のため舘

ハウスに来場した。白鷹町では飼育樹(クヌギ)の芽吹きが遅かったため山付けの調整に苦慮し、

「天蚕卵」の譲り受けを依頼された。         白鷹町の天蚕飼育場視察へ 

７月１日(日)山形県への所要の帰路、白鷹町

天蚕の会の飼育場に伺い、23日に提供した霊山

天蚕卵の孵化状況を視察した。 

 

 

 

 

 

 

加藤栄一さん、八島さん、新野孝一さん          須田会長、加藤栄一さんの奥様 
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絵本作家の岩渕さん来訪 
６月２４日(日)絵本作家の岩渕真理さんが舘ハ

ウスに来場した。三田村会員の案内で㈱福音館書

店の二神泰希氏も同行した。 

岩渕さんは児童図鑑の編集デザインをされてい

る方で、自然と子ども、親子を結びつけることを

テーマに、イラスト、写真、デザインを手掛けて

いる。身近な昆虫や生き物を通じて、自然の中の

不思議さ、面白さを伝える活動をされている。 

これから「天蚕」を主題とした科学絵本の製作に当たるとのこと。 二神さん、岩渕さん、三田村さん 

 

 

天蚕繭の収穫 
７月８日(日) 午前９時半より今

年度繭の収穫作業を会員10名が参加

しておこなった。昨年同様の梅雨期

に晴れの高温日と夏季には記録的な

猛暑が続き、台風や天候不順で作業

は困難を極め、収穫量は約6,000個で

あった。    収穫を待つ天蚕の繭→ 

収穫作業中の河田さん、 石塚さん、  大山さん      収穫天蚕繭の選別と計数 八島さん、石岡さん  

 

霊山こどもの村で天蚕工芸品づくり 
８月４日(土)～５日(日) 霊山こどもの村において「福の島ワークショップ」が開催され「繭で

鳥をつくろう」をテーマに天蚕繭・家蚕繭を利用した「工芸品づくり」が行われた。菅野会長、

八島事務局長、八島恭子さん、島貫さんが指導に当たった。 

夏休みを利用し

た「こどもの村」の

イベントで１０件ほ

どのテーマが準備さ

れ、２日間に大勢の

親子連れが訪れた。

子供たちの感性は非

常に高く面白い作品

が出来上がり、我々

と親子共々楽しい会

話が続いた。 
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白鷹町天蚕の会と交流会 
８月２９日(水)～３０日(木)山形県白鷹町天蚕の会より交流会の誘いがあり菅野会長と河田会

員２名が参加した。深山地区にある加藤会員の天蚕飼育場で採繭の現状などの説明を受けた。 

飼育樹クヌギの芽吹きが例年に比べ遅れたこと、山付けに際し卵の孵化試験を実施したところ

孵化した卵は皆無であったこと、霊山から提供された卵だけの飼育だったので例年に比し減収で

あったとのことであった。夕刻、加藤氏の納屋庭で白鷹町天蚕の会員をはじめ、町、行政区、織

物関係者が一堂に会し交流会が開かれ盛会であった。当方(りょうぜん)から桑折町の献上桃農家

で収穫した「黄貴妃」を持参したところ大変喜ばれた。 

翌日、須田会長の案内で白鷹町役場に伺い、横澤浩副町長より当方に感謝の意をいただいた。

そして町に保管されている小松工芸で織った天蚕紬「吉野織」が披露された。今後の交流と協力

の意を新たにしたところである。 

 

大阪大学教授が来訪 
９月３日(月)大阪大学核物理研究センターの東崎昭弘氏と藤原守氏の２教授が本会に来訪し、

菅野会長と八島事務局長宅において懇談した。 

両氏は阪大を中心に福島大学、仙台の尚絅学院大学、

岐阜大学、高知工芸大学の学生ら飯館村の土壌調査や山

林汚染の時系列、福島F1の見学、山津見神社の狼天井絵

の歴史と焼失後の推移の学習等を主導している。 

三春町福聚寺で玄侑宗久氏の講義を受講した際に天蚕

飼育活動の話題になり、どのような形で学業に組み込む

ことが可能か考えたいとのことである。 

天蚕の会の活動に「予想を超えて感慨深く、興味をそ

そられた。蚕業の細かい確たる道を探る日々の研鑽に頭

が下がる」と後日コメントメールをいただいた。          奥が藤原氏 手前が東崎氏 
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天蚕まつりを開催 
１０月７日(日) ～８日(月)の２日間、阿武隈急行保原駅で恒例の「天蚕まつり」を開催した。 

天蚕の繭を使ったアクセサリーを初め、生産した紬やハイブリッド・ショールや和装用小物が多

く展示・販売され、会員達に付加価値を与えていることに訪れた多くの方が関心を寄せていた。 

アクセサリー、紬やハイブリッド・ショールや和装用小物       天蚕の幼虫に見入る来客 

来場された伊達市長の須田ご夫妻 コサージ作りの奥様    黄金の繭「クリキュラ」の帯を召された福島市のご婦人 

 

機織り研究に女子大生来訪 
１０月２２日(月)福島大学の岩崎綾さんと仙台の尚絅学院大学の遠藤優佳さんの２名が天蚕の

生態研究と機織り体験のため本会に来訪し、八島事務局長宅において懇談した。 

お二人は大阪大学の核物理研究センター東崎昭弘氏と藤原守氏の指導する研究会に所属してお

り、機織りを体験するとともに八島恭子さんに諸々の質問をされていた。 

岩崎さんは大学の都合を見ながら再来したいとして早速当会に入会された。心から歓迎します。 

懇談する岩崎さん(左)と遠藤さん(右)                   機織り体験中の岩崎さん 
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東京ふるさと霊山会で展示販売 
１１月１７日(土) 東京上野「紅天広」レストランに

おいて「東京ふるさと霊山会」が開催され、菅野会長と

八島事務局長の2名が参加した。当会は霊山町に縁のあ

る出身者で関東地域に居を構える方々が集い、故郷の話

題と特産物をお届けする機会として開かれている。 

約80名が参集し盛大な懇親会であった。久しぶりに参

加した八島事務局長には皆さんから「変わりながったが

い？」と懐かしい声が掛けられていた。       

                りょうぜん振興公社代表理事の八城氏、八島事務局長、りょうぜん漬の森藤氏 

 

母蛾検査を実施 
１１月１８日(日)９時から中川集落センターにおいて

会員１６名が参加し母蛾検査を実施した。伝染性病原菌

に冒されていないか優良種保存には欠かせない重要な作

業である。今年の試験献体は98体(昨年137体)。検査の結

果、疑わしい物は１体のみであった(全体の１%)。 

 

霊山町文化祭に協賛展示 
１１月２２日(木)~２３日(金) 恒例の霊山町文化祭が

開かれ当会の天蚕製品の展示を行った。ショール、ハン

ドバッグ、和装帯等を展示し、菅野会長、八島事務局長

が説明に当たった。 

 今年は県知事選の会場となったため、老人作品展が先

に単独開催されたことから来場者が比較的少なかった。 

 

上保原小学校と大石小学校で繭工芸品作りを指導 
 ２月２６日(火) 上保原小学校で６年生と父兄あ

わせて６８名が参加し天蚕コサージ作りに挑戦した。

当会から菅野会長、八島事務局長、八島恭子、川辺、

菅野真由美の会員５名が指導に当たった。 

天蚕を知る方も数人いたが、親子共々緑色の繭のコ

サージには大いに感激していた。特に繭を二つに切る

作業では蛹(さなぎ)の出現に「キャー！キャー！」と

驚きながらも楽しくコサージを作り上げていた。 

 

３月５日(火) 大石小学校で３年生と４年生クラス

の生徒達に八島事務局長夫妻が繭玉工芸の指導を行

った。生徒達は自宅で飼っている「イヌ」や「ネコ」

などのペットのほか、色とりどりの繭を使い分け「お

花畑」「にぎやかな森の中」「きれいな花の道」など、

日頃見ている身近な自然を題材にした作品なども作

って楽しんでいた。 

使用した家蚕の繭は６月初めより同校において生

徒達が自ら飼育し収穫した繭である。 
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新会員紹介 
大山よし子さん      鈴木静子さん      岩崎 綾 さん  

郡山市喜久田町            二本松市油井         伊達市川原町 

 

新聞記事① 

朝日新聞Globe February 2019 No.214に載っていたシルクロード06 の記事を紹介します。 

グローバル化が進む、大陸内奥で山々に囲まれた中央アジア諸国のうち、ウズベキスタンの「シ

ルク再興、地域に一体化の機運」と題し「繭」に関した中野渉記者の報告です。 
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 新聞記事②        

河北新報(本社仙台)角田支局記者が取材に来訪。「阿武隈川」流域の歴史と文化、産業として

本会活動が紹介された。(３０年１１月１７日（土）の記事)    
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 新聞記事③  

国の文化財指定答申【伊達・蚕種製造及び養蚕・製糸関連用具】 

 国の文化審議会は８日、伊達市の「伊達の蚕種製造及び養蚕・製糸関連用具」を重要有形民俗

文化財に指定するよう柴山昌彦文部科学相に答申した。 

 伊達地方では蚕の卵を作る蚕種製造が古くから行われ、近世には質の高い繭と糸を作り出す品

種を製造。幕府から「蚕種本場」の称号を得て一大産地に発展し、繭市に各地から生糸商人が集

まるなどして栄えた。 

 伊達市所有の養蚕・製糸関連用具は計1,344点あり、製造法の変遷や東北地方の特徴的な技術、

国内外の蚕の品種を集めた繭見本などを知ることができる貴重な資料となっている。 

(福島民友 ３１年２月９日（土）の記事より抜粋) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

泉原養蚕展示室パンフレット 
（伊達市教育委員会資料より抜粋） 
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トピックス 

福島民報 H30 3月11日 ↑ 

福島民友 12月13日 

福島民友 10月2日 

 

福島民友 9月7日                      福島民友 11月20日 

   

    福島民友  1月21日↑                                    福島民友  3月1日↑ 
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     会員の活動スナップ              

 3月22日 道の駅展示スペースに陳列作業中の会員諸氏       3月25日 剪定作業の佐藤健治郎さん、八城繁子さん 

4月22日 山付け作業の川辺さん、八島恭子さん        7月8日 繭収穫作業の斎藤義治さん、島貫さん 

 10月7日 天蚕まつり  来場された伊達市長の須田博行様ご夫妻と記念撮影。奥様は天蚕コサージを召されています。 

（関根様ご夫妻、 八島恭子、  須田博行様ご夫妻、  八島利幸、八島時男、河田明芳、柳沼佐奈枝、菅野秀一） 

天蚕での精巧な折鶴を飾ったイアリング     11月22日 霊山町文化祭  天蚕ショールと和紙保存袋に見入る来客 


